
2019 年度 春光まちづくり推進協議会を通じた防災事業（案） 

 

１ 目的 

  春光地域は，石狩川に隣接した地域であり，平成３１年３月版の旭川市洪水ハザードマ

ップでは洪水時に浸水が想定される区域が広範囲となった。また，気象庁の統計記録では

地震による本市で観測した最大震度は４であるものの，マグニチュード６クラス（※）の

地震は全国どこにでも起こる可能性があるとされている。 

このことから，日頃から災害に備えた心構えを確認し，災害が発生した場合の取るべき

行動等について模擬体験することで，防災意識の向上を図る事業を実施する。 

※ 平成３０年北海道胆振東部地震 マグニチュード６．７ 

 

２ 事業内容 

  事業日程に応じて，次の事業を組み合わせて実施する。 

 ⑴ 防災講話 

家庭内備蓄品，避難するタイミング，避難時の注意事項，近年の災害からの教訓等 

 ⑵ 避難所運営ゲーム（ＨＵＧ） 

   避難所運営についての模擬体験ゲームで，避難者の年齢，性別，抱える事情が書かれ

たカードを，避難所の体育館や教室に見立てた平面図に適切に配置できるか，避難所で

起こる様々な出来事にどう対処するか，を考える。 

 ⑶ 家庭内備蓄品の展示 

   最低３日分（できれば１週間分）の備蓄品について 

 ⑷ 本市備蓄品の展示 

   避難所で使用する備蓄品（毛布，防災マット等）について 

 ⑸ アルファ化米の試食 

   炊き出し体験としてアルファ化米をつくり，試食を行う。 

 

３ 事業日程パターン 

 ⑴ パターン１ 

時間 内容 

13 時 00 分  

（30 分） 防災講話 

13 時 30 分  

（15 分） 避難所運営ゲームの説明 

13 時 45 分  

（15 分） 休憩 

14 時 00 分  

（120 分） 避難所運営ゲームの実施 

16 時 00 分  

 

 

 

 

 

参考資料 



⑵ パターン２ 

時間 内容 

11 時 00 分  

（30 分） 防災講話 

11 時 30 分  

（60 分） アルファ化米の試食 

○作り方の説明，お湯を入れる 

  ↓ 

○アルファ化米ができるまで 

・家庭内備蓄品の展示 

・本市備蓄品の展示 

 ↓ 

○アルファ化米完成（入湯後２０分） 

 ・配膳，試食 

12 時 30 分  

（15 分） 休憩 

12 時 45 分  

（15 分） 避難所運営ゲームの説明 

13 時 00 分  

（120 分） 避難所運営ゲームの実施 

15 時 00 分  

 











永山地域防災研修 
万が一のために、日頃から備えよう！ 

平成30年 

日 時 10月9日 16:00-20:00 
永山住民センター２F大集会室 旭川市永山7条4丁目 

火 

（ゲーム方式による避難訓練） 第1部 

第2部 

「HUG（ハグ）研修」 

（避難食の実食体験） 

「炊き出し訓練」 

主催 永山まちづくり推進協議会 
   永山地域防災啓発・研修実行委員会 

TEL:0166-48-1111（永山支所） 
ご  予  約 
お問い合わせ 

平成30年度 

講師：旭川市防災安全部防災課 

 災害はいつ起こるか予測が難しく，一旦発生すると大きな混乱や
被害をもたらすことがあります。 
 旭川は「災害の少ないまち」と言われていますが，普段から防災
についての知識や経験を持っておくことはとても大切になります。 
 このたび，避難をテーマにしました研修会を企画しましたので是
非，ご参加いただければ幸いです。 

お問い合わせ 

定員 
４０名 


